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慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

五
二
九

は
じ
め
に

本
稿
は
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
で
「
第
七
拾

六
函
」
と
題
箋
が
附
さ
れ
た
巻
子
（
整
理
番
号N

P00019

）
に

貼
り
継
が
れ
た
、
全
十
一
通
か
ら
な
る
東
大
寺
文
書
と
お
ぼ
し
き

史
料
群
を
紹
介
す
る
た
め
、
文
書
を
翻
刻
し
た
上
で
、
若
干
の
解

説
を
付
す
も
の
で
あ
る
。
文
書
の
伝
来
等
に
つ
い
て
は
中
島
圭

一
・
古
川
元
也
の
論
考
で
既
に
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が

（
中
島
圭
一
「
古
文
書
室
所
蔵
の
園
城
寺
文
書
と
東
大
寺
文
書
」

『
史
学
』
八
一
│
一
・
二
、
二
〇
一
二
、
古
川
元
也
「
流
転
す
る

中
世
文
書
へ
の
視
角
」『
史
学
』
八
一
│
一
・
二
、
二
〇
一
二
）、

行
論
の
必
要
上
、
概
要
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

過
去
の
史
料
調
査
の
中
で
、
こ
の
巻
子
所
収
の
文
書
の
存
在
が

東
大
寺
外
で
確
認
で
き
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
の
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
「
東
大
寺
文
書
」（
架
蔵
番
号6800-

138

）
に
後
掲
1
号
文
書
を
収
め
る
の
が
最
も
古
い
。
こ
れ
は
、

保
坂
潤
治
が
持
参
し
た
文
書
を
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月

に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
1
号
文
書
は
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前

に
東
大
寺
よ
り
流
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
1
号
文
書
は
、
同
じ

く
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
「
酒
井
宇
吉
氏
所
蔵
文
書
」（
架
蔵
番

号3071.36-63

）
に
み
え
る
。
影
写
時
期
は
昭
和
二
十
五
年
（
一

九
五
〇
）
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
1
号
文
書
は
保
坂
か
ら
神
田
一

誠
堂
の
店
主
で
あ
る
酒
井
宇
吉
に
譲
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

他
方
、
古
文
書
室
蔵
の
巻
子
に
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

五
月
二
十
四
日
付
の
書
状
が
付
属
し
て
お
り
、
野
村
兼
太
郎
の
注

文
に
応
じ
て
「〈
永
久
五
年
外
〉
古
文
書　

十
一
通　

一
巻
」
を

竹
僊
堂
が
送
付
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
永
久
五
年
」
は
1
号

文
書
の
年
号
で
あ
り
、
文
書
の
点
数
も
合
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が

（
五
二
九
）　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

小
　
嶋
　
教
　
寛



五
三
〇

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

本
稿
で
検
討
す
る
「
第
七
拾
六
函
」
巻
子
と
み
て
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
随
っ
て
保
坂
か
ら
一
誠
堂
へ
と
伝
来
し
た
1
号
文
書
は
、

昭
和
三
十
三
年
以
前
に
他
の
文
書
と
と
も
に
成
巻
さ
れ
た
状
態
で

京
都
の
古
書
店
竹
僊
堂
の
所
有
と
な
り
、
竹
僊
堂
か
ら
慶
應
義
塾

大
学
経
済
学
部
教
授
野
村
兼
太
郎
の
手
を
経
て
古
文
書
室
の
所
蔵

に
帰
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
右
記
を
踏
ま
え
た
上
で
、
貼
り
継
が
れ
て
い
る
史
料
に
目

を
向
け
て
み
よ
う
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
年
代
・
内
容
共
に

多
岐
に
亘
り
、
ま
た
年
代
・
内
容
す
ら
判
別
不
能
な
も
の
も
あ
る
。

ま
た
巻
子
の
性
格
か
ら
し
て
も
史
料
群
と
し
て
一
体
性
を
も
つ
も

の
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
巻
子
に
貼
り
継
が
れ
た
一
点
一
点
の
文
書

を
個
々
に
紹
介
し
た
上
で
、
関
連
文
書
を
提
示
し
な
が
ら
個
別
に

解
説
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
翻
刻
の
解
説
中
で
用
い
る
【
東
図
番
号
】
は
東
大
寺
図
書

館
の
所
蔵
番
号
を
指
し
、『
東
大
寺
文
書
目
録
』
に
附
さ
れ
て
い

る
文
書
番
号
と
同
一
で
あ
る
。

【
凡
例
】

・
文
書
中
に
付
さ
れ
た
合
点
は
「
＼
」
で
示
す
。

1　

官
宣
旨　
（
縦29.4

×
横48.3cm

）

「
清
澄
庄
宣
旨
水
論
」

左
辨
官
下
元
興
寺

應
停
止
末
寺
豊
良
寺
妨
、
平
均
令
充
行
東
大
寺
訴
申

寺
領
清
澄
庄
字
冨
河
上
津
堰
・
下
津
堰
水
事

右
得
東
大
寺
今
月
二
日
奏
状
偁
、
彼
庄
解
状
云
、

件
兩
井
者
、
已
為
寺
領
、
所
載
繪
啚
也
、
仍
毎
年

春
時
、
以
官
物
内
充
其
用
途
、
所
塞
上
也
、
而
今
年
彼
寺

末
寺
字
豊
良
寺
庄
民
、
始
所
押
妨
也
、
仍
觸
示

彼
寺
之
處
、
返
答
云
、
件
水
從
豊
良
寺
庄
中
依
流

下
、
可
有
分
水
也
者
、
所
申
無
謂
、
若
然
者
、
先
觸
本

寺
、
可
随
進
止
、
而
猥
遣
悪
僧
、
何
致
濫
吹
哉
、
加
之

興
福
寺
夏
衆
、
同
始
所
押
妨
也
、
無
他
所
之
異
論
、

已
歴
三
百
餘
歳
者
、
早
被
下
宣
旨
、
同
欲
被
停
止
、
者

権
大
納
言
源
朝
臣
雅
俊
宣
、
奉　
　

勅
宜
停
止

彼
妨
、
平
均
令
充
行
者
、
寺
宜
承
知
、
依
宣
行
之
、

永
久
五
年
七
月
七
日　
　

大
史
小
槻
宿
祢
（
花
押
）

少
辨
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

本
文
書
は
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
七
月
、
朝
廷
が
元
興
寺
に

対
し
て
、
末
寺
豊
良
寺
が
東
大
寺
領
清
澄
荘
で
行
っ
て
い
る
押
妨

（
端
裏
書
）

（
五
三
〇
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

五
三
一

行
為
を
停
止
す
る
よ
う
に
命
じ
た
も
の
。
文
中
の
「
東
大
寺
今
月

二
日
奏
状
」
は
「
東
大
寺
解
案
」（【
東
図
番
号
】
1
／
11
／
15
）

を
指
す
。
押
妨
と
は
、
同
荘
の
冨
河
流
域
に
東
大
寺
が
所
有
し
て

い
た
「
上
津
堰
・
下
津
堰
」
の
両
水
堰
に
つ
い
て
、
豊
良
寺
荘
域

を
用
水
が
流
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
分
水
を
要
求
し
、
興
福
寺
夏

衆
と
共
に
濫
吹
に
及
ん
だ
こ
と
。
こ
の
押
妨
行
為
を
東
大
寺
が
朝

廷
に
訴
え
た
の
が
「
東
大
寺
解
案
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
う
け
て
官

宣
旨
が
出
さ
れ
た
。

本
文
書
は
『
平
安
遺
文
』
一
八
七
五
号
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
繰
返
し
と
な
る
が
、
史
料
編
纂
所
の
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
「
東
大

寺
文
書
」（
架
蔵
番
号6800-138

）
と
影
写
本
「
酒
井
宇
吉
氏
所

蔵
文
書
」（
架
蔵
番
号3071.36-63

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

2　

佐
保
田
殿
田
畠
注
進
状　
（
縦29.6

×
横38.4cm
）

「
田
賣
注
文
」

注
進　

佐
保
田
殿
御
分
田
畠
賣
人
支
配
事

合
坂
合
阝
郷
六
段
小
内

自
地
一
反
小
直
米
一
石

山
里
人
　
　

次
一
反
八
斗
同
人　
　

次
一
反
六
斗
五
升

同
人

次
二
反
一
石
三
斗

久
末
買
　
　
　
　

次
一
反
七
斗
円
能

并
四
石
四
斗
五
升　

御
居
斗
定
四
石
六
斗
二
升
六
合
内

（
端
裏
書
）

〔
部
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
石
三
斗
八
升
七
合
是
守
預
置

同
郷
預
所
田
二
段
未
主
付
之
、
円
能
給
一
反
、
正
慶
房
給
一
反
也
、

二
見
郷

二
段
一
石
四
斗
准
代
綿
廿
四
屯
内
未
進
二
屯

平
五
沙
汰

栗
坪
二
反
小
未
買
主
付
之
、

畠
四
段
内
一
反　

五
反
畠　
　

二
反
正
慶
房
給　

川
成
一
反

未
買
主
付
之
、

右
注
進
如
件

承
安
元
年
十
月
十
七
日　

□
□
（
花
押
）

本
文
書
は
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
一
〇
月
、
坂
合
部
郷
と
二

見
郷
内
の
「
佐
保
田
殿
御
分
田
畠
」
の
買
主
・
給
主
等
に
つ
い
て
、

お
そ
ら
く
郷
の
属
す
る
荘
の
荘
官
が
、
東
大
寺
に
注
進
し
た
史
料

で
あ
る
。
坂
合
部
郷
と
二
見
郷
は
大
和
国
宇
智
郡
の
東
大
寺
領
豊

井
荘
内
の
郷
で
あ
り
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
七
月
廿
四
日
付

「
豊
井
荘
新
苧
注
進
状
」（『
平
安
遺
文
』
三
四
六
九
号
）
に
「
豊

井
御
庄
内
二
見
・
坂
合
部
春
料
苧
」
と
あ
る
。

本
文
中
の
人
名
を
み
て
い
く
と
、
円
能
と
正
慶
房
は
豊
井
荘
預

所
で
あ
ろ
う
。
預
所
給
田
は
「
二
見
坂
合
部
郷
預
所
給
田
畠
注

文
」（『
平
安
遺
文
』
三
四
九
六
号
）
に
よ
れ
ば
、
仁
安
四
年
（
一

一
六
九
）
に
は
既
に
両
郷
内
に
各
一
町
存
在
し
て
い
る
が
、
今
回

新
た
に
坂
合
部
郷
内
に
一
反
ず
つ
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
五
三
一
）　



五
三
二

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

ま
た
是
守
は
豊
井
荘
の
住
人
で
、
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
八
月

二
十
二
日
付
「
二
見
郷
指
上
日
記
案
」（『
平
安
遺
文
』
三
五
一
〇

号
）
に
は
「
出
納
是
守
」
と
み
え
、
下
級
荘
官
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
承
安
前
後
の
同
荘
の
両
郷
に
関
す
る
史
料
は
い
く
つ

か
知
ら
れ
て
い
る
が
、
2
号
文
書
は
未
紹
介
文
書
で
あ
り
、
荘
内

構
造
を
理
解
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

3　

  

黒
田
庄
出
作
常
元
名
年
貢
切
符　
（
縦28.3

×
横11.1cm

）

名
張
郡
収
納
所 

「
國
分
寺
當
年
官
布
施
稲
内
、行
珍
立
用（
花
押
）」

可
被
立
用
准
米
柒
斗
事
、
頼
禅
官
物
、

右
、
黒
田
御
庄
出
作
常
元
名
、
可
被
立
用
之
状
、
如
件
、

保
安
三
年
十
二
月
十
七
日　

僧
（
花
押
）

本
文
書
は
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
一
二
月
、
東
大
寺
領
黒

田
荘
出
作
の
常
元
名
の
年
貢
准
米
を
名
張
郡
の
収
納
所
が
（
お
そ

ら
く
伊
賀
国
の
）
国
分
寺
の
布
施
稲
に
充
当
し
た
こ
と
を
示
す
切

符
で
あ
る
。

本
文
書
は
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
「
東
大
寺
文
書
」（
架
蔵
番

号3071.65-1

）
第
四
回
採
訪
第
四
六
冊
に
写
さ
れ
て
い
る
。
影

写
本
に
は
①
「
常
永
名
官
物
返
抄
案
」、
②
「
黒
田
庄
出
作
常
元

（
追
筆
）

名
年
貢
切
符
」、
③
「
黒
田
庄
出
作
常
元
名
年
貢
切
符
」
が
書
き

継
が
れ
て
お
り
、
3
号
文
書
は
③
に
あ
た
る
。
た
だ
し
『
東
大
寺

文
書
目
録
』
で
立
項
が
あ
る
の
は
、
こ
の
う
ち
②
「
黒
田
庄
出
作

常
元
名
年
貢
切
符
」（【
東
図
番
号
】
1
／
24
／
695
│
1
）
の
み
で

あ
る
。
随
っ
て
3
号
文
書
は
、
中
村
直
勝
に
よ
り
大
正
年
間
に
影

写
本
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
東
大
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
寺
外
に
流
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
竹
内
理
三
編
『
伊
賀
國
黑
田
莊
史
料
一
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
）
に
は
3
号
文
書
の
翻
刻
（『
同
』
一
八
六
）
が
あ
り
、

文
書
の
所
在
を
寺
外
機
関
の
所
蔵
で
は
な
く
東
大
寺
と
し
て
い
る
。

推
測
と
な
る
が
、
こ
の
時
影
写
本
で
は
な
く
原
本
を
参
照
し
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
史
料
集
の
作
成
段
階
で
は
、
3
号
文
書
は
東
大
寺

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

因
み
に
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
帳
で
現

状
を
確
認
す
る
と
、
②
は
①
及
び
③
と
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で

「
黒
田
庄
出
作
重
任
名
年
貢
切
符
」（【
東
図
番
号
】
1
／
24
／
695

│
2
）
と
接
続
し
て
い
る
。
ま
た
①
は
現
在
「
松
永
憲
二
氏
所
蔵

文
書
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
小
原
嘉
記
「
黒
田

荘
史
料
集
の
編
纂
を
終
え
て
│
成
果
と
課
題
」〈
科
学
研
究
費
基

盤
研
究
（
Ｂ
）（
課
題
番
号24320124

）「
復
元
的
手
法
に
よ
る

東
大
寺
文
書
研
究
の
高
度
化
│
『
東
大
寺
文
書
目
録
』
後
の
総

（
五
三
二
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

五
三
三

括
・
展
望
」
研
究
報
告
会
報
告
、
二
〇
一
五
年
二
月
〉。
な
お
、

史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
松
永
憲
二
氏
所
蔵
文
書
」（
架
蔵
番

号6171.63-15

）
に
は
未
収
）。
①
も
3
号
文
書
と
同
様
に
バ
ラ

バ
ラ
に
さ
れ
て
寺
外
流
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
②
「
黒
田
庄
出
作
常
元
名
年
貢
切
符
」（【
東
図
番
号
】

1
／
24
／
695
│
1
）
は
3
号
文
書
と
同
日
付
の
年
貢
切
符
、
そ
し

て
「
黒
田
庄
出
作
重
任
名
年
貢
切
符
」（【
東
図
番
号
】
1
／
24
／

695
│
2
）
は
保
安
三
年
四
月
に
同
荘
出
作
の
重
任
名
の
年
貢
を
国

分
寺
の
布
施
稲
用
途
で
転
用
し
た
年
貢
切
符
で
あ
り
、
両
者
と
も

3
号
文
書
の
関
連
文
書
で
あ
る
。

本
文
書
は
『
平
安
遺
文
』
一
九
五
六
号
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

4　

  

法
勝
寺
御
八
講
席
次
相
論
覚
書　
（
縦30.1
×
横49.0cm

）

「 

證
義
者
僧
正
与
法
印
絁
席
相
論
事
、
并
同
﨟
之
東
大
寺
上
﨟
着
座
例
」

文
治
四
年
法
勝
寺
御
講
七
月
三
日
阿
弥
陀
堂
顛
已
後
自
去
年

八
講
堂
被
定
論
場
了
、

上
卿
權
大
納
言
藤
原
實
家　

奉
行
權
右
中
辨
藤
原
定
長

證
義
者　

 

法
務
大
僧
正
公
顕
薗
城
寺
長
吏 

法
印
權
大
僧
都
覺
憲
興
福
寺
權
別
當

講
師　

 

權
大
僧
都
覺
憲
興　

慶
智
薗　

弁
暁
東 

權
少
僧
都
静
嚴
延　

行
舜
薗 

權
律
師　

覺
仲
延　

公
胤
薗　

顕
忠
薗

（
端
裏
書
）

〔
施
、
下
同
ジ
〕

大
法
師　

章
縁
東　

信
憲
興

聴
衆　

尭
禅
延初　

性
舜
延　

恵
絰
東　

盛
円
興初　
　
　

仁
快
延初

円
綱
興　

聖
覺
延初　

頼
恵
東初　

顕
尊
薗初　

公
圓
延

初
日
法
皇
臨
幸　

月
卿
十
八
人　

雲
閣
不
知
其
数

法
務
被
申
云
、
為
法
勝
寺
別
當
、
忝
證
義
者
門
跡
始
例
也
、

為
留
眉
目
於
後
代
、
着
寺
家
別
當
之
座
、
請
加
判
断
之
言
、

若
不
然
者
、
雖
證
■
誠
座
、
聊
欲
被
絁
席
・
官
軄
、
倶
至
年

﨟
、
已
窮
生
涯
出
仕
、
只
今
度
計
也
、
兩
ケ
所
望
何
不
叶
哉
云

　

々

仍
天
氣
頗
如
有　

勅
許
云

　

々
、
爰
法
印
被
申
云
、
被
着
別
當
座

不
能
左
右
事
也
、
雖
然
、
撿
壽
永
元
年
之
例
、
延
暦
寺
座

主
明
雲
為
當
寺
別
當
、
被
忝
此
御
願
證
誠
之
時
、
全
無
◦
別

當
之
座
、
即
■
大
僧
正
■
座
云

　

々
、
乖
先
例
如
何
、　

次
◦
誠
座

中
被
絁
席
之
条
、
頗
有
訴
訟
、
法
務
大
僧
正
忝
證
義
者
之

時
、
法
印
大
僧
都
為
兼
證
誠
令
同
座
事
、
云
㝡
勝
講
、
云
此
御
◦
講
、

舊
蹤
惟
多
、
而
覺
憲
之
時
新
儀
出
来
被
絁
席
者
、
當
世
之

門
徒
定
加
誡
、
後
代
之
學
侶
多
残
謗
者
欤
、
仍
不
勤
開
講
、
早
可
被
罷

帰
本
寺
候
也
、
但
可
随
重
勅
定
而
已
、　

院
宣
云
、
可
依
諸
卿
等
定
、
仍

奉
行
弁
尋
公
卿
之
處
、
右
大
将
實
房
被
定
申
云
、
證
誠
之
道
只
可

被
任
舊
例
欤
、
宜
在
勅
定
云
　

々
、
仍
無
新
儀
、

　
　
　

 

以
上　

依
為
大
要
、
以
東
室
本
冩
之
了　

権
僧
正
光
經

此
二
人
兄
弟
也
、
重
家
卿
息
也

此
二
人
同
﨟
也
、
顕
尊
年
﨟
兄
也
、
雖
然
、
任

南
都
受
戒
之
法
、
以
頼
恵
被
定
上
﨟
也
、

別

着

□

烈

證

八

（
五
三
三
）　



五
三
四

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

本
文
書
は
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
の
法
勝
寺
御
八
講
初
日

の
後
白
河
法
皇
臨
幸
に
際
し
て
、
證
義
者
と
な
っ
た
法
勝
寺
別
当

兼
園
城
寺
長
吏
公
顕
と
興
福
寺
権
別
当
覚
憲
と
が
争
っ
た
席
次
相

論
と
そ
の
結
末
を
記
し
た
後
世
の
覚
書
で
あ
り
、
未
翻
刻
史
料
と

思
わ
れ
る
。
文
末
に
書
写
奥
書
が
あ
り
、
権
僧
正
光
経
が
、
東
室

本
を
も
っ
て
書
写
し
た
と
あ
る
。
こ
の
光
経
は
お
そ
ら
く
応
永
二

十
一
年
（
一
四
一
四
）
六
月
よ
り
東
大
寺
別
当
を
勤
め
た
人
物
で

あ
ろ
う
。「
依
為
大
要
」
と
あ
る
だ
け
で
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、

光
経
は
こ
の
相
論
の
先
例
を
必
要
と
す
る
状
況
に
あ
っ
て
書
写
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
端
裏
書
に
「
同
﨟
之
東
大
寺
上
﨟
着
座
例
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
相
論
の
先
例
と
は
別
に
、
御
八
講
聴
衆
で
東
大
寺
僧
が
同
﨟

に
も
関
わ
ら
ず
、
他
寺
僧
よ
り
上
﨟
扱
い
と
な
っ
た
、
東
大
寺
に

有
利
な
先
例
で
あ
り
、
こ
の
点
が
着
目
さ
れ
詳
細
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
な
お
こ
の
史
料
の
親
本
を
保
存
し
て
い

た
東
室
は
東
大
寺
の
院
家
の
一
つ
で
あ
る
。

5
ａ　

  

東
大
寺
文
書
出
納
日
記
（
断
簡
）　 

 

（
縦30.2

×
横48.3cm

　

前
欠
）

＼
板
蝿
杣
施
入
勅
書　
　

天
平
勝
寶
七
年

＼
麻
高
免
判
一
巻　
　
　

寛
治
五
年

＼
東
大
寺
所
進
寛
和
二
年
出
作
田
檢
田
帳　

数
四
枚

＼
新
庄
立
巻
帳
・
出
作
村
々
注
文
同
寺
主
自
筆

＼
寺
家
目
録
安
一
通

＼
折
帋
草
案
二
通　

寺
主
草
伊
賀
間
事

已
上
文
書
等
、
依
記
録
所
牒
状
、
且
為
令
進
上
、
且
為
書
返
牒
取
出
□

取
渡
東
南
院
笠
置
已
講
許
了
、

「
＼
同
日
南
北
伊
賀
御
封
散
用
支
配
文
一
通　

大
法
師（
花
押
）

上
野
得
業
令
取
出
了（
花
押
）　　
　
　

」
大
法
師（
花
押
）

「
＼
鞆
田
・
予
野
・
真
木
山
三
箇
村
明
法
勘
状
一
巻
」
寺
主
大
法
師（
花
押
）

建
久
四
年
九
月
廿
九
日
所
取
出
文
書

＼
一
巻
國
見
杣
宣
旨
等
複
康
和
二
年

＼
官
勘
状
案
一
巻
天
仁
二
年
三
年　
　

出
作
官
物
率
法
事
、

＼
一
通
隆
軄
申
田
数
當
時
勘
合
注
文

＼
待
賢
門
院
廰
下
文
保
延
元
年

＼
東
南
院
撿
注
帳
目
録
長
承
二
年

一
通　

寺
領
神
領
可
決
堺
宣
旨
状
案
文

一
通　

同
實
撿
状
案
文

＼
一
通　

伊
賀
國
黒
田
庄
東
往
古
境
字
古
川
田
畠
事

一
通　

天
承
二
年
宣
旨
案

一
通　

天
治
二
年
撿
注
帳

厳
信
寺
主
自
筆〔

案
〕

（
追
筆
）「
已
上
之
文
書
等
、
建
久
八
秊
七
月
廿
一
日
悉
返
納
了
」

（
追
筆
）「
＼
此
一
通
同
年
同
月
廿
九
日
返
納
了
」

（
追
筆
）

（
尊
信
）

（
尊
信
）

（
追
筆
）（

追
筆
）「
建
久
八
年
七
月
廿
一
日
返
納
了
」

（
五
三
四
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

五
三
五

已
上
文
書
等
、
為
見
明
記
録
所
沙
汰
間
事
、
取
出
了
、

 

大
法
師
（
花
押
）

5
ｂ　

  
東
大
寺
文
書
出
納
日
記
（
断
簡
）　 

 

（
縦28.7

×
横51.0cm

　

後
欠
）

 

大
法
師
（
花
押
）

 

寺
主
大
法
師
（
花
押
）

建
久
四
年
十
二
月
十
五
日
取
出
文
書
事
猪
名
庄
文
書

＼
一
通
久
壽　

院
宣
廰
宣
國
司
請
文
案
数
五
枚

「
返
納
了
」　　
　

 
大
法
師
（
花
押
）

 

権
上
座
大
法
師
（
花
押
）

 

句
當
（
花
押
）

建
久
四
年
十
二
月
十
七
日
取
出
文
書
事
猪
名
庄
文
書

＼
一
通
◦
康
和
三
年
宣
旨
案
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
已
上
返
納
了
」

＼
二
通
久
安
宣
并
國
廰
宣
案
員
七
枚
□
相
得
業
被
請
取
了
、

同
日
＼
修
造
文
書
二
帖
之
内
、
上
帖　

又
下
帖　

員
廿
三
枚

 

唐
禅
院
得
業
令
請
取
了
、

「
建
久
八
秊
七
月
廿
一
日
返
納
了
」 

尊
信
（
＊
裏
花
押
）　
　

 

寛
慶
（
＊
裏
花
押
）

（
尊
信
）

□
相
得
業
被
請
取
了
、

（
追
筆
）■

（
尊
信
）

（
寛
慶
ヵ
）

〔
勾
〕

＼
同
庄
折
帋
二
枚

四
枚

々

々

（
追
筆
）

（
追
筆
）

建
久
五
年
十
一
月
十
七
日
取
出
文
書
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
名
文
書

＼
一
帖
公
験
第
一　

＼
一
帖
公
験
第
二

＼
一
帖
公
験
第
三
、
第
四

＼
康
和
四
年
宣
旨
案
一
通

 

大
法
師
（
花
押
）

「
返
納
畢
」 

權
上
座
大
法
師
（
花
押
）

 

権
都
維
那
法
師
（
花
押
）

本
文
書
は
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
〜
五
年
、
東
大
寺
惣
寺

が
管
理
す
る
文
書
の
出
庫
と
返
納
を
記
録
し
た
「
東
大
寺
文
書
出

納
日
記
」（【
東
図
番
号
】
三
│
一
一
│
一
三
）
の
一
部
で
あ
る
。

本
文
書
は
東
大
寺
現
蔵
の
「
東
大
寺
文
書
出
納
日
記
」〔
前
後

欠
〕（【
東
図
番
号
】
三
│
一
一
│
一
三
）
の
後
欠
部
分
に
接
続
す

る
。
切
り
離
さ
れ
る
以
前
の
出
納
日
記
は
、
史
料
編
纂
所
の
影
写

本
「
東
大
寺
文
書
」（
架
蔵
番
号3071.65-1

）
第
四
回
採
訪
第
八

十
五
冊
で
確
認
で
き
る
。
本
文
書
も
3
号
文
書
同
様
、
中
村
の
大

正
年
間
の
調
査
以
降
に
寺
外
流
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
前
掲
の
中
島
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
5
ａ
と

5
ｂ
の
紙
継
目
に
ズ
レ
が
あ
る
た
め
別
々
に
法
量
を
と
り
別
々
に

扱
っ
た
が
、
影
写
本
で
確
認
す
る
と
両
史
料
は
接
続
す
る
。

＼
一
帖

（
尊
信
）

（
追
筆
）

（
寛
慶
ヵ
）

（
五
三
五
）　



五
三
六

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

「
東
大
寺
文
書
出
納
日
記
」
の
5
ａ
前
欠
部
分
に
は
、
順
に

「
建
久
四
年
九
月
十
四
日
被
取
出
文
書
等
事
」
と
「
建
久
四
年
九

月
廿
五
日
取
出
文
書
目
録
」
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
本
文
書
一
行

目
の
「
＼
板
蝿
杣
施
入
勅
書　

天
平
勝
宝
七
年
」
か
ら
「
建
久
四

年
九
月
廿
九
日
所
被
出
文
書
」
の
手
前
ま
で
に
列
記
さ
れ
た
文
書

は
、
後
者
の
建
久
四
年
九
月
廿
五
日
に
取
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。連

署
し
て
い
る
大
法
師
の
一
人
は
花
押
か
ら
尊
信
（
上
野
得

業
）
と
わ
か
る
。
尊
信
は
東
大
寺
三
綱
の
一
人
と
考
え
ら
れ

〈「
東
大
寺
五
師
三
綱
等
解
案
（
土
代
）」（【
東
図
番
号
】
1
／
3

／
39
）〉、
ま
た
寛
慶
も
建
久
四
年
の
文
書
に
「
権
上
座
大
法
師
寛

慶
」
と
み
え
〈「
東
大
寺
三
綱
等
陳
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
六
七
四

号
）〉
三
綱
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
彼
ら
三
綱
が
惣
寺
管
理
文
書

の
責
任
者
と
し
て
文
書
の
返
納
を
確
認
し
署
判
し
て
い
た
こ
と
が

本
文
書
か
ら
確
認
で
き
る
。

な
お
5
ａ
は
『
鎌
倉
遺
文
』
補
遺
一
四
六
号
に
採
録
さ
れ
て
い

る
が
、
5
ｂ
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
翻
刻
は
な
い
。
ま
た
5

ｂ
の
後
欠
部
分
に
接
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
大
倉
文

化
財
団
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
出
納
日
記
」〈
史
料
編
纂
所
架
蔵
影

写
本
「
東
大
寺
文
書
」（
架
蔵
番
号3071.65-39

）〉
が
あ
る
〈
森

哲
也
「
東
大
寺
文
書
出
納
日
記
の
復
原
的
考
察
」
科
学
研
究
費
基

盤
研
究
（B

）（
課
題
番
号24320124

）「
復
元
的
手
法
に
よ
る
東

大
寺
文
書
研
究
の
高
度
化
│
『
東
大
寺
文
書
目
録
』
後
の
総
括
・

展
望
」
研
究
報
告
会
報
告
、
二
〇
一
五
年
二
月
〉。

6　

  

東
大
寺
年
預
五
師
文
書
等
勘
渡
帳
（
断
簡
）　 

 

（
縦28.3

×
横40.3cm

　

前
後
欠
）

千
燈
会
□
□　
　

万
燈
会
□
□

一
、
諸
寄
進
状
等

尼
得
阿
弥
陀
仏
寄
進
状　
　
　

御
斎
會
寄
進
状
一
結

梵
網
会
寄
進
状
一
結　
　
　
　

般
若
會
寄
進
状
一
結

延
玄
得
業
八
講
寄
進
状
一
結　

湯
田
一
結

年
預
田
一
結　
　
　
　
　
　
　

秋
友
袈
裟
寄
進
状
一
結

大
佛
殿
壇
供
油
料
寄
進
一
結

大
佛
殿
燈
爐
田
民
部
卿
入
道
寄
進
状
一
通
正
文
在
印
蔵

僧
正
堂
唐
禅
院
供
料
寄
進
状
一
結
案
正
文
在
印
蔵

一
、
諸
起
請
并
請
文
等
如
前
勘
渡
、

一
、
三
箇
條　

宣
旨
中
雑
人
舎
宅
停
止
事
如
前
勘
渡
、

一
、
関
東
御
返
事
一
通
茜
部
庄
地
頭
請
所
訴
訟
事
、
如
前
勘
渡
、

但
正
文
納
印
蔵
、

一
、
黒
田
庄
前
下
司
定
継
起
請
并
子
息
等
起
請
各
一
通
如
前　

勘
渡
、

一
、
當
時
寄
進
状
等
如
前
勘
渡
、

（
五
三
六
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

五
三
七

本
文
書
は
「
正
応
三
年
分
文
書
勘
渡
帳
」（【
東
図
番
号
】
3
│

11
│
6
）
の
一
部
で
、
元
々
数
紙
で
貼
り
継
が
れ
て
い
た
勘
渡
帳

の
一
紙
分
に
あ
た
る
。【
東
図
番
号
】
3
│
11
│
6
は
『
東
大
寺

文
書
目
録
』
に
「
正
応
三
年
分
文
書
勘
渡
帳
」〔
中
欠
〕
と
立
項

が
あ
り
、
本
文
書
は
こ
の
中
欠
箇
所
に
該
当
す
る
。
切
断
以
前
の

続
紙
の
状
態
の
勘
渡
帳
は
、
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
「
東
大
寺
文

書
」（
架
蔵
番
号3071.65-1
）
第
四
回
採
訪
第
八
十
五
冊
で
確
認

で
き
る
た
め
、
本
文
書
も
ま
た
中
村
の
大
正
年
間
の
調
査
以
降
に

寺
外
に
流
出
し
て
い
る
。

東
大
寺
惣
寺
の
責
任
者
で
あ
る
年
預
五
師
の
任
期
は
基
本
的
に

は
毎
年
三
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
で
あ
り
、
任
期
交
代
の
直
前
の

二
月
二
十
五
日
頃
、
次
年
度
の
五
師
に
一
年
間
管
理
し
て
い
た
文

書
を
引
き
継
ぐ
。
勘
渡
帳
は
そ
の
折
の
文
書
目
録
で
あ
る
。
そ
の

年
に
増
加
し
た
文
書
を
末
尾
に
追
記
し
て
い
く
形
式
で
作
成
さ
れ

る
目
録
の
た
め
、
現
在
閲
覧
が
可
能
な
勘
渡
帳
の
う
ち
、
正
応
元

年
分
（【
東
図
番
号
】
3
│
11
│
8
）、
正
応
二
年
分
（【
東
図
番

号
】
3
│
11
│
7
）、
正
応
四
年
分
（【
東
図
番
号
】
3
│
11
│

5
）
に
も
ま
っ
た
く
同
一
の
文
書
目
録
箇
所
が
存
在
す
る
（
紙
継

目
や
筆
跡
が
異
な
る
た
め
、
同
一
内
容
で
も
判
別
可
能
で
あ
る
）。

〔
一
、
河
上
庄
田
自
一
乗
院
家
被
立
点
札
之
間
事
如
前
勘
渡
〕

な
お
、
本
文
書
は
『
鎌
倉
遺
文
』
一
七
五
六
〇
号
に
採
録
さ
れ

て
い
る
。

7　

  

紀
守
時
莚
等
進
上
状
（
前
欠
）　 
 

（
縦26.1

×
横32.3cm

　

前
欠
・
下
部
中
央
欠
損
）

御
出
挙
事
及
力
不
候
、
一
日
八
合
斗
米
、
二
石

取
天
候
た
ら
ハ
、
六
斗
ハ
一
日
東
殿
ヘ
進
上
了
、

今
一
石
候
ハ
西
殿
ヘ
進
上
仕
と
思
給
候
、
□

量
天
候
也
、
今
ハ
及
力
不
候
、
文
書
返
□

上
文
書
不
候
と
も
、
随
米
候
可
進
上
仕
候
、

麦
出
来
候
ハ
、
麦
な
ん
と
に
て
◦
ち
へ
な
ん
と
し
て

参
仕
令
進
候
め
、
又
尼
御
前
御

事
返
々
御
大
事
コ
ソ
御
□
何
様

取
た
れ
は
ミ（
三
輪
ヵ
）わの
市
に
て
買
得
□

候
也
、
明
後
日
之
間
、
可
進
上
仕
候
、

本
文
書
は
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
四
月
十
四
日
付
「
紀
守

時
莚
等
送
状
」（【
東
図
番
号
】
1
／
24
／
406
）
の
後
半
部
分
に
あ

た
る
。【
東
図
番
号
】
1
／
24
／
406
は
史
料
編
纂
所
の
影
写
本

「
東
大
寺
文
書
」（
架
蔵
番
号3071.65-1

）
第
四
回
採
訪
第
六
十

四
冊
で
欠
損
以
前
の
状
態
を
確
認
で
き
る
。
前
半
部
分
で
は
、
南

か

（
五
三
七
）　



五
三
八

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

郷
荘
か
ら
の
進
上
物
と
し
て
「
莚
一
枚
」「
ま
こ
も
一
枚
」「
御
出

挙
米
一
斗
」
等
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
文
末
は
「
安
元
二
年
四
月
十

四
日　

紀
守
時
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
と
本
文
書
の
一
行
目

「
御
出
挙
事
及
力
不
候
、
…
」
が
接
続
す
る
。

影
写
本
で
見
る
限
り
、【
東
図
番
号
】
1
／
24
／
406
は
一
紙
の

竪
紙
の
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
撮
影

さ
れ
た
写
真
帳
で
前
半
部
分
を
確
認
す
る
と
、
奥
に
紙
を
裂
い
た

よ
う
な
痕
跡
が
あ
る
。
本
文
書
は
続
紙
で
は
な
く
一
紙
の
古
文
書

を
内
容
・
見
た
目
の
切
り
の
良
い
所
で
裁
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
文
書
は
、
荘
官
紀
守
時
が
出
挙
の
返
納
に
つ
い
て
荘
園
領
主

の
東
大
寺
に
対
し
て
申
し
開
き
を
す
る
書
状
で
あ
る
。
大
和
国
南

郷
荘
は
東
大
寺
領
で
、
出
挙
米
の
ほ
か
「
神
祭
料
」（『
平
安
遺

文
』
三
七
五
五
・
三
七
五
七
号
）
と
し
て
貢
納
す
る
様
々
な
雑
公

事
物
を
調
達
す
る
荘
園
で
あ
り
、
安
元
二
年
頃
の
史
料
は
『
平
安

遺
文
』
三
七
五
三
〜
三
七
六
二
号
に
一
連
の
文
書
群
と
し
て
関
連

文
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
も
三
七
五
四
号
と
し
て
採
録

さ
れ
て
い
る
。

8　

勝
定
書
状　
（
縦29.4

×
横23.9cm

　

前
欠
）

訴
訟
之
無
□
ヲ
令
張
行
候
根
本

張
本
ヲ
ハ
、
尤
可
有
沙
汰
事
候
欤
、

又
勧
進
法
印
状
給
候
了
、

承
彼
下
向
之
定
用
、
今
一
度
仏
聖

田
事
可
申
候
欤
、
此
旨
事
下
向
之

時
可
申
承
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

勝
定

情
報
量
が
少
な
く
、
本
文
書
を
東
大
寺
文
書
と
確
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
だ
し
仏
聖
田
に
関
す
る
記
述
や
勧
進
法
印
の
存

在
か
ら
、
東
大
寺
文
書
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
え
る
。
仏
聖
田

は
東
大
寺
で
は
大
仏
仏
聖
白
米
料
・
大
仏
殿
日
次
仏
聖
料
・
大
仏

殿
長
日
な
ど
の
名
目
で
諸
荘
園
に
設
定
さ
れ
、
特
に
小
東
荘
の
も

の
は
関
連
文
書
が
多
く
著
名
。
一
四
世
紀
初
頭
、
東
大
寺
は
小
東

荘
の
年
貢
抑
留
に
よ
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
れ

に
関
連
す
る
か
。

9　

長
□
書
状　
（
縦29.6

×
横24.0cm

　

前
欠
）

御
出
仕
候
ハ
ヽ
、
餘
分
候
ね
と
被
思
□

少
々
ハ
、
被
重

常
行
堂

廊
よ
り
に
て
候
ハ
ゝ
、
御
乗
物
も
又
可

入
候
ハ
ゝ
、
御
力
者
も
定
然
候
ハ
ん

す
ら
ん
と
思
候
也
と
可
申
而
已
、

（
五
三
八
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
東
大
寺
文
書
」

五
三
九

恐
々
謹
言
、

六
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

長
□

本
文
書
は
東
大
寺
文
書
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
。「
御
出

仕
」「
御
乗
物
」「
御
力
者
」
等
の
表
現
が
み
え
、
法
会
出
仕
に
際

し
て
輿
で
の
移
動
に
関
す
る
決
ま
り
ご
と
な
ど
を
伝
達
し
た
書
状

と
思
わ
れ
る
。

10　

  

等
持
寺
兵
庫
北
関
国
料
公
用
銭
請
取
状　

 
 

（
縦29.6

×
横44.9cm

）

納

等
持
寺
領
兵
庫
北
関
國
料
公
用
銭
事

合
拾
貳
貫
五
百
文
者
、
但
秋
季
之
分
、

右
所
納
之
状
、
如
件
、

文
安
貳
年
十
月
廿
三
日　

納
所
周
運
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
寺
乾
瑞
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
管
梵
球
（
花
押
）

御
奉
行
所

本
文
書
は
東
大
寺
領
の
兵
庫
北
関
に
等
持
寺
修
造
料
と
し
て
課

さ
れ
た
国
料
公
用
銭
に
つ
い
て
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
一
〇

〔
官
〕

兵
庫
北
関

月
、
秋
季
分
の
一
二
貫
五
〇
〇
文
を
受
領
し
た
等
持
寺
側
の
納
所

等
が
、
東
大
寺
の
兵
庫
北
関
奉
行
所
に
宛
て
て
発
給
し
た
請
取
状

で
あ
る
。

本
文
書
は
新
出
文
書
と
思
わ
れ
る
。
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、

差
出
・
宛
所
が
一
致
し
、
月
俸
銭
の
名
目
と
額
の
み
が
異
な
る
同

日
付
「
等
持
寺
兵
庫
北
関
国
料
公
用
銭
請
取
状
」（【
東
図
番
号
】

1
／
15
／
204
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
ち
ら
は
「
嘉
吉
三
年
未
進

分
」
で
一
〇
貫
文
と
な
っ
て
お
り
、
前
々
年
の
未
納
分
の
追
納
に

あ
た
る
。

こ
の
国
料
公
用
銭
は
月
宛
で
課
せ
ら
れ
、
国
料
月
俸
銭
と
も
よ

ば
れ
る
が
、
基
本
的
に
東
大
寺
│
等
持
寺
間
の
請
取
状
は
四
半
期

ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
文
安
二
年
中
は
四
月
（
春
分
）・
七

月
（
夏
分
）・
一
二
月
（
冬
分
）
作
成
の
請
取
状
（
す
べ
て
一
二

貫
五
〇
〇
文
）
が
既
に
知
ら
れ
て
お
り
（【
東
図
番
号
】
1
／
15

／
46
、
1
／
15
／
37
、
1
／
15
／
36
）、
同
年
一
〇
月
作
成
で

「
秋
季
之
分
」
に
あ
た
る
本
文
書
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
の
年
の

国
料
公
用
銭
の
納
入
が
す
べ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

11　

  
東
大
寺
惣
寺
借
銭
状　

 
 

（
縦29.7

×
横39.6cm

　

上
部
欠
損
）

＼
借
請　

利
銭
事

（
五
三
九
）　



五
四
〇

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

合
貳
貫
文
者

右
件
利
銭
者
、
毎
月
貫
別
ニ
加
肆
拾
文
利
分
、
可
返
弁

□
也
、
即
此
用
途
者
、
伊
与
得
業
京
上
粮
物
料
、
自

□
月
十
四
日
至
同
月
廿
三
日
粮
物
料
、
但
質
物
者
、
以

□
所
大
阝
・
茜
阝
之
㝡
前
供
料
之
内
、
可
令
返
弁
者
也
、

仍
為
後
日
證
文
之
状
如
件
、

康
永
貳
年
癸未
八
月
十
七
日　

年
預
五
師
頼
昭
（
花
押
）

□
律
師
覚
聖
（
花
押
）

権
律
師
快
春
（
花
押
）　　
　
　
　

顕
寛
（
花
押
）

擬
講
幸
海
（
花
押
）

本
文
書
は
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
八
月
、
伊
与
得
業
の
上

洛
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
東
大
寺
の
惣
寺
が
作
成
し
た
利
銭

借
請
状
で
あ
る
。
利
率
は
毎
月
一
貫
あ
た
り
四
〇
文
で
、
質
物
を

大
部
荘
・
茜
部
荘
の
最
前
供
料
に
設
定
、
債
務
責
任
者
と
し
て
惣

寺
を
代
表
す
る
年
預
五
師
頼
昭
ら
が
連
署
し
て
い
る
。

本
史
料
は
新
出
文
書
で
あ
る
。
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、
康
永

二
年
九
月
十
日
付
「
惣
寺
利
銭
借
請
状
」〈
史
料
編
纂
所
架
蔵
影

写
本
「
三
宅
長
策
氏
所
蔵
文
書
」（
架
蔵
番
号3071.36-36

）〉、

同
年
十
月
十
九
日
付
「
東
大
寺
年
預
頼
昭
借
用
状
」〈
史
料
編
纂

所
架
蔵
影
写
本
「
松
田
福
一
郎
氏
所
蔵
文
書
」（
架
蔵
番
号

〔
者
ヵ
〕

（
憲
朝
）

〔
八
ヵ
〕

〔
部
〕

〔
部
〕

〔
権
〕

3071.36-47

）〉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
書
で
は
「
在
京

使
者
伊
与
得
業
」
と
あ
り
、
上
洛
後
の
伊
与
得
業
の
滞
在
費
用
を

借
銭
の
使
途
と
し
て
い
る
。

伊
与
得
業
は
、
前
年
の
康
永
元
年
八
月
廿
九
日
付
「
東
大
寺
惣

寺
借
銭
状
」（【
東
図
番
号
】
1
／
15
／
105
）
に
「
伊
与
得
業
憲

朝
」
と
み
え
る
。
東
大
寺
は
前
年
よ
り
「
条
条
寺
訴
」
の
た
め
、

こ
の
憲
朝
や
順
禅
房
五
師
ら
が
上
洛
と
滞
在
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

そ
の
費
用
捻
出
の
た
め
に
度
々
惣
寺
借
銭
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る

（【
東
図
番
号
】
1
／
15
／
116
、
1
／
15
／
83
、
1
／
15
／
115
、
1

／
15
／
105
、
1
／
15
／
82
）。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
康
永
元
年
に
発
給
さ
れ
た
惣
寺

借
銭
状
が
連
券
の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
（【
東
図

番
号
】
1
／
15
／
82
の
み
接
続
が
不
確
定
）、
翌
康
永
二
年
の
借

銭
状
が
、
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
文
書
や

前
述
の
三
宅
長
策
氏
所
蔵
文
書
、
松
田
福
一
郎
氏
所
蔵
文
書
な
ど

に
分
散
し
た
か
た
ち
で
寺
外
に
流
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
推
測

の
域
を
出
な
い
が
、
康
永
二
年
の
惣
寺
借
銭
状
も
康
永
元
年
分
と

同
様
に
、
元
々
は
手
継
証
文
と
し
て
連
券
で
東
大
寺
に
保
管
さ
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
寺
外
に
流
出
し
一
紙
ご
と
に
分

割
さ
れ
て
伝
来
し
て
い
く
中
で
、
現
在
の
所
蔵
先
で
別
個
に
保
管

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
四
〇
）　


